
2年後 
2013年、肺炎のため近医に入院した。 
      退院3か月後に来院した。 
発熱はなかったが痰に食物が混じると訴えた。 
 
喉頭、下咽頭に唾液貯留なく喉頭蓋の触診で反射がみられた。 
食後の十分な排痰とうがい、口腔衛生を指導した。 

誤嚥性肺炎対策 
 ・口腔衛生 
 ・食事中および食後の排痰 
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